

ＷＷＷ‐トリプルダブル‐

作・アーヴ ◆arvsHiKSeA

キャスト

　　

　

北千住　　　　……

　　　エリカ　　　　……

　　　獣　　　　　　……

　　　カナビス　　　……

　　　クルー　　　　……

　　　ナレーション　……

　　　前説一　　　　……

　　　前説二　　　　……

　　　　開幕
開演前の諸挨拶・注意。
前説一　　「本日は御来場いただき、真にありがとうございます。開演に際し、お客様にお願いいたします。携帯電話は、必ず電源をお切り下さい。その他…」
前説二　　「(乱入して) そんな事よりお客さんよ、ちょいと聞いてくれよ。前説と関係大有りだけどさ。
この間、にちゃんねるのラウンジ行ったんです。ラウンジ。そしたらなんか人がめちゃくちゃいっぱいで、よく見たらなんか『劇団やろうぜ、俺たち素人で』とか書いてあるんです。
もうね、アホかと。馬鹿かと。
お前らな、劇団如きで普段来てないラウンジに来てんじゃねーよ。演劇だよ、演劇。なんかコテハンとかもいるし。ラウンジ総出で演劇か。おめでてーな。
よーし俺出演頼んじゃうぞー、とか言ってるの。もう見てらんない。
お前らな、おひねりやるからその役空けろと。芝居ってのはな、もっと殺伐としてるべきなんだよ…」
前説一　　「以下略」
前説二　　「……ま、そんな素人集団の演劇だけど、生暖かい目で」
前説一・ニ「見て下さいってこった」
　　観客に礼をして、それぞれ退場する。
　　　　第一幕
ナレ　　　「インターネットの日本最大級の巨大匿名掲示板群『にちゃんねる』。様々な人間が集まり、様々な情報が飛び交う。今日もまた、にちゃんねるに人が集まる…」

中央・下手に照明が灯る。中央に三つ・下手に一つ置かれた席にそれぞれ男が座り、パソコンに向かってキーボードを叩いている。

下手に北千住、中央真中に獣、その後ろにカナビス・クルー。
獣　　　　「(必死になって)だから！　俺は、何であの時監督があんな作戦を取ったかについて言ってんだよ！」
カナビス　「必死だな」
クルー　　「落ち着けよ低脳」

北千住　　「(ニヤニヤしながら)誰もお前の講釈なんか聞きたくねーよ。監督でもないお前が偉そうに語るな。学生は早く寝ろ」

獣　　　　「学生じゃねー！　匿名だと思って好き勝手言いやがって…現実じゃ相手の目も見れねぇ引き篭もりのくせに」

北千住　　「ネットやってりゃ皆引き篭もりですか？　おめでてーな。関係者必死だな」

カナビス　「終了」

獣　　　　「再開！」

クルー　　「という物語だったとさ」

獣　　　　「終わらせるな！　クソッ…顔が見えないから余計にむかつく」

カナビス　「にちゃんねる初心者か？　もっとその場の雰囲気を勉強してから書き込んだ方がいいんじゃないの？」

クルー　　「そうそう。煽り煽られはにちゃんねるの常だし、いちいち真に受けて反応するなよ」

獣　　　　「俺はただ、今日の試合について語りたかっただけなのに…」

北千住　　「ネットで馴れ合いたいんなら他のサイトに行けってこった」

獣　　　　「チッ、ふざけんな！　もうこねーよ！」

　　　獣、怒って退場。中央の照明が落ちる。

北千住　　「ハハハ…」

　　　再び中央の照明が付く。

カナビス　「…好きな人がいるんですけど、なかなか声をかけられません。同じクラスのなんですが、どうしても緊張しちゃって…」

北千住　　「ふーん…その娘とは仲がいいの？」

カナビス　「一年の時からずっと同じクラスだったんですけど、あまり話をした事は無いです」

クルー　　「嫌われてんじゃねぇの？」

カナビス　「うっ…そうなのかな…？」

北千住　　「思い当たる節でもあるの？」

カナビス　「文化祭の準備の時、話し掛けられたんですけど…緊張して口篭もって、思わず逃げ出してしまいました」

クルー　　「うわぁ、最悪…」

カナビス　「どうしたらいいのか分からなくて、それで他の方の意見が聞きたくてここに書き込んだんですけど…」

北千住　　「うーん…まず、話し掛けてみないと。嫌われてるかどうか、まだ分からないんだし」

カナビス　「大丈夫かね…？」

北千住　　「頑張って！　進展があったらまた教えてね！」

カナビス　「はい！　ありがとうございました！」

　　　カナビス、退場する。中央の照明が落ちる。

北千住　　「ハハハハ…」

　　　再び中央の照明が付く。

北千住　　「プププ、犯罪者はっけーん！」

クルー　　「こんな事でいちいち警察が動く訳ねーだろ？　バカ必死だな」

北千住　　「捨て台詞キター！　この前にちゃんねるで逮捕者が出た事知らないのか？　警察に…」

　　　獣・カナビスが現れる。

獣　　　　「通報しますた！」

カナビス　「通報しますた！」

北千住　　「通報しますた！」

　　　獣・カナビス、退場。

クルー　　「イタタタ…本気で逮捕されると思ってんのかよ。証拠も何にも無いし、お前ら低学歴の社会の底辺は、せいぜいにちゃんでほえてろってこった」

ナレ　　　「(ＴＶの声・ニュースキャスター)…続いてのニュースです。インターネット上のある匿名掲示板サイトで『犬を殺した』と発言し、実際に犬の虐待画像を掲載したという通報が相次ぎ、動物愛護法違反の疑いがあるとして、宮崎県警が捜査に乗り出しました」

北千住　　「うおおおおおっ！　テレビキター！」

クルー　　「げっ…」

北千住　　「『証拠も何にも無いし』…プププ、証拠だらけじゃねぇかよ。お前みたいなホームラン級のバカは檻の中に…」

　　　プラカードを持って獣・カナビスが現れる。

獣　　　　「逝ってよし！」

カナビス　「逝ってよし！」

北千住　　「(プラカードを揚げて) 逝ってよし！」

　　　獣・カナビス、退場。

クルー　　「くそっ…マジかよ…」

　　　パトカーのサイレンの音、しばらくしてドアをノックする音が続く。

クルー　　「もっ…もうだめぽ…」

クルー、奇声を上げて退場。

北千住　　「アハハハハハハ…」

　　　一人ほくそえむ北千住。

北千住　　「あーおもしれぇ…これだから止められないぜ。ネットの世界では、善人にも悪人にも、男にも女にもなれる…。匿名だから本当の事なんて誰にも分からない、やりたい放題出来る…インターネット様々だ。ストレス解消にはうってつけだな！　アハハハハハハハハ！」

　　　高笑いする北千住。照明徐々にフェードアウト。暗転。

　　　　第二幕
　　　下手のみに照明、置かれた席。下手より北千住が入ってくる。

北千住　　「よっ…と…。流石に毎日同じ所ばかり見てもつまんねぇな…。たまには違う所にも行ってみるか…」

　　　パソコンを叩きつつぼやく。

北千住　　「…人生相談…浮気…メンタルヘルス…ん？　メンタルヘルス…ここは見た事ねぇな…。…いじめ…鬱…自殺…ハハ、負け犬のオンパレードだな。…おっ、書き込み数一…チャーンス」

　　　ニヤつく北千住。上手に照明が付く。上手と対象になるように置かれた席。上手よりエリカが入ってくる。席に付くエリカ。パソコンを立ち上げる。

エリカ　　「…私は、対人恐怖症です。ずっといじめられてきて、今は完全に部屋の中に引き篭もっています。全く外にも出ませんし、親とすら殆ど会話もありません。…外との繋がりはインターネットだけです。ネットっていいですよね？　直接顔を合わせなくても、文章で会話が出来る。…初めてにちゃんねるに来ましたが、もしよければ何かお話しませんか？」

北千住　　「…これはこれは、何て分かりやすい…とりあえず、『終了』っと」

エリカ　　「終了…？　あの、もしかして私、いけない事をしたんでしょうか…？　もしそうでしたら謝ります。ごめんなさい！」

北千住　　「にちゃんねるはお前のチャットルームじゃねぇんだよ！」

エリカ　　「ご…ごめんなさい…ここなら、私と同じような悩みを持った人がいるかと思って、それで書き込んだんですけど…本当にごめんなさい…」

北千住　　「あーうぜぇ。さっさと削除依頼出してこいや」

エリカ　　「削除依頼…？　すいません、それはどうすればいいんでしょうか…？　本当に何も分からなくて…」

北千住　　「それ位自分で調べろや引き篭もり！　リアルでバカか？」

エリカ　　「ひ…ひどい…」

　　　そんな中、ゆっくりと獣が入ってくる。中央の照明が付く。獣、真中の席に座る。

獣　　　　「…何か荒れてるね…。一々気にしなくてもいいよ。こいつはただの荒らしだから」

エリカ　　「あ…あなたは別の人なんですか？　皆名無しなのでよく分からなくて…」

獣　　　　「匿名掲示板だからね」

北千住　　「犯罪者予備軍が集まってきたか？　馴れ合いウゼー」

獣　　　　「変なのがいるから、コテハン付けるかな…。僕は…じゃあ『獣』で」

エリカ　　「あの…『コテハン』って何でしょうか？」

獣　　　　「固定ハンドル。にちゃんねるでの名前、かな？　君も何か付ける？」

エリカ　　「私ですか？　…それじゃあ…『エリカ』で…」

獣　　　　「エリカ…もしかして本名？」

エリカ　　「あっ、違います。私の名前じゃないです」

獣　　　　「ふーん…まぁいいや」

北千住　　「コテハンまで付けて、人生の敗者が傷の舐め合いか？　一生やってろ害虫が」

エリカ　　「誰だか知りませんが、どうしてそんな酷い事を言うのですか？　私はただ…」

獣　　　　「放っておきなよ。匿名でしか物も言えない可哀相な暇人なんだから、相手にするだけ無駄だよ」

北千住　　「なら、俺もコテハン付けてやるよ。そうだな…俺は『北千住』だ。これで文句あるか？」

獣　　　　「そこまでして荒らして楽しいか？」

北千住　　「あぁ楽しいね。お前らみたいなのを見るとムカムカすんだよ」

エリカ　　「なら見なけりゃいいのに…」

北千住　　「その言葉、面と向かって俺に言えんのかよ引き篭もり」

エリカ　　「私だって…初めからこんな風になるつもりは無かった…！」

獣　　　　「何を言っても無駄だよ。…エリカさんは、いじめが原因で他人が怖くなったんだよね」

エリカ　　「はい…気が付いたら標的にされて、それまで仲の良かった友達も急に…！」

獣　　　　「無理に言わなくてもいいよ。…僕は鬱の気があって、落ち込むと自分を傷つけてしまうんだ。体中に傷があるから、外にも行けないよ、ハハハ…」

エリカ　　「そうですか…。それに、こんな事誰にも話せませんしね…」

北千住　　「鬱もいじめもお前らに責任があるんだろうが。被害者ぶってんじゃねぇよ」

エリカ　　「被害者ぶってなんかいません。…ただ、一人でいるのが辛くて、でも、他人が怖くて、だから…！」

獣　　　　「…北千住、だっけ？　もしかして、あんたも何かあるんじゃないか？　だから荒らす事でストレスを解消してるんだろう」

北千住　　「…馬鹿馬鹿しい、俺に何があるってんだ。ムカつくから荒らす、それだけだ」

エリカ　　「…私をいじめた人たちも、北千住さんみたいな人でした。『気に入らないからいじめる』ただそれだけ。理由も何も無い。…だから私は逃げました。そして見つけた私の居場所…ここにも居てはいけないと言うのなら、私は…もう…」

獣　　　　「駄目だよ！　自分の好きなようにやればいいんだ。君がここにいたって、誰も文句は言わないよ。だから…僕だって、まだ生きてるんだから…」

エリカ　　「獣さん…」

北千住　　「あーイライラする！　死ぬだの生きるだの…てめぇらには自分ってものが無いのか？　生きたきゃ生きろ、死にたいなら死ね！　負け犬が、一生やってろ！」

　　　北千住、退場する。

獣　　　　「…荒らし、やっとなくなったみたいだね」

エリカ　　「でも、北千住さんの言う通りなのかも知れない。…自分って、何なのでしょうか…？」

獣　　　　「…………」

エリカ　　「昔からそうでした。人と衝突するのが怖くて、いつも人の言いなり…。結局、傷つくのが怖くて逃げてるだけなんでしょうね、私は…」

　　　暗転。

　　　　　　第三幕

　　　下手に照明。イライラしている北千住。

北千住　　「バカは逝ってよし…と。…あぁ、何かムシャクシャする。…あいつら、どうなったかな…？」

　　　上手・中央に照明。エリカ・獣の他、カナビス・クルーもいる。

エリカ　　「カナビスさん、クルーさん、それって本当なんですか…？」

カナビス　「まだ分からないけど…すでにいくつか、見られなくなってる所があるね…」

クルー　　「変な奴が増えてきたからな…仕方が無いのかもな」

エリカ　　「そんな…」

北千住　　「…何かコテハンが増えてるな…」

獣　　　　「…また来たのか」

北千住　　「どうしようが俺の自由だ」

カナビス　「お前は、始めの方で荒らしてた奴だな？　お前みたいなのがいるから…！」

クルー　　「どうしてくれるんだ！」

北千住　　「おいおい、何の話だよ。そんなにまた荒らしてほしいのか？」

エリカ　　「北千住さんは、まだ御存知ありませんか…？」

獣　　　　「…にちゃんねる、閉鎖されるかもしれない」

北千住　　「…は？　そういうネタは聞き飽きたな」

カナビス　「ネタじゃねぇ。もういくつか、アクセス出来なくなってる」

北千住　　「おいおい…理由は何だよ？」

クルー　　「…サーバの負荷が、限界を超えたんだ。それに、外部の圧力とかな」

カナビス　「お前のようなのが大勢いて、そこらじゅうで暴れまわるからな」

北千住　　「閉鎖…ここが…？」

獣　　　　「いつかはこうなるんじゃないかと思っていたけど…早かったな…」

エリカ　　「せっかく、皆さんとお知り合いになれたのに…！」

北千住　　「（空元気で）……まっ、いいんじゃねーの？　これを機会に現実に戻れば…」

エリカ　　「嫌…そんなの、嫌…！」

北千住　　「…？」

エリカ　　「学校から逃げて…他人から逃げて…やっと、やっと見つけた私の場所…なのに、また追われて…逃げなきゃいけないの…？　嫌…いやぁ…！」

カナビス　「エ…エリカ、さん…？」

エリカ　　「誰が…誰が悪いの…？　私…？　私じゃない…獣さん、あなた…？　カナビス、クルー…違う…北千住さん…あなた…？　あなたのせいなの…？」

北千住　　「お…俺は…！　違う、俺じゃない！　俺じゃ…！」

　　　明滅する照明。

カナビス　「！　これは…？」

クルー　　「ここもやばいのか…？」

獣　　　　「現時点で稼動しているのは、全体の二割程度…もうすぐここも…」

北千住　　「あっ…荒らしなんて、俺だけじゃない！　俺が悪いんじゃない！」

エリカ　　「…でも、あなたもでしょう」

北千住　　「それは…！」

　　　消える中央の照明。

北千住　　「うわっ…！」

エリカ　　「嫌…いやぁ…いやあああぁぁ！」

　　　一面、赤い照明に切り替わる。ゆっくり立ち上がるカナビス。

カナビス　「お前のせいだ…」

北千住　　「！」

カナビス　「お前のせいだ…お前のせいだ…」

　　　カナビスに迫られ、中央に逃げる北千住。ゆっくり立ち上がるクルー。

クルー　　「お前のせいだ…」

北千住　　「うわっ！」

クルー　　「お前のせいだ…お前のせいだ…」

北千住　　「違う、俺じゃない！」

　　　左右を挟まれる北千住。ゆっくり立ち上がる獣。

獣　　　　「君のせいだよ…」

北千住　　「ううっ…」

獣　　　　「確かに、君一人ではたいした事は無い」

カナビス　「だが、お前は今までずっと荒らし行為を繰り返してきた」

クルー　　「その結果が、これだ」

北千住　　「それは…」

獣　　　　「にちゃんねるには、大勢の人が集まる」

カナビス　「その中には、追い詰められた者も大勢いる」

クルー　　「だが、もう終わりだ…ほら」

　　　下手照明が消える。

カナビス　「また一つ消えた…」

北千住　　「あと…あと生き残っているのはどこなんだ！」

　　　上手照明が消える。

クルー　　「ほら、また一つ…」

獣　　　　「最後の居場所を無くした人たちがどうなるか…分かるかい？　おそらく、彼女は…」

北千住　　「止めろ…」

　　　中央、照明が暗くなる。

エリカ　　「私は『孤独』…。そんな自分を、ほんの少しでも変えられそうな、そんな気がしたのに…こんな形で終わってしまうなんて…」

北千住　　「……」

エリカ　　「私に残された世界は、もうここしか無かったのに…。返して…私を…私を返してえええぇぇっ！」

明滅する照明。残ったのは北千住のみ。

北千住　　「消えていく…皆、消えていく…エリートの俺も、一流大学に通う俺も、金持ちの俺も、彼女のいる俺も、皆消えていく…。別に深い意味は無かったんだ。ネットの世界では、善人にも悪人にも、男にも女にもなれる…。…いや、消してしまったんだ…自分自身を、そして…。…駄目だ、消えちゃ駄目だ！　どんな形でも、誰かに必要とされているのなら消えちゃ駄目なんだよ！　誰か…にちゃんねるを…心を、未来を消さないでくれえええええぇぇぇっ！」

　　　全ての照明が消える。訪れる静寂。

　　　しばらくして、小さい明かりが灯る。とても弱々しい明かり。

北千住　　「…………？」

　　　しばらくすると、また明かりが灯る。一つ、また一つ。薄暗いが、確かな明かりが。

北千住　　「…その時、奇跡がおきた。一度は死に絶えた筈のにちゃんねるが、再び動き出したのだ。去っていった人達も徐々に戻り始め、全ての機能を取り戻すのに、さほど時間はかからなかった」

　　　獣・カナビス・クルーが戻ってくる。

獣　　　　「これは…？」

カナビス　「奇跡…奇跡だ…」

クルー　　「ハッ…ハハッ…ハハハハハ…」

北千住　　「…しばらくして、事の顛末を知った。己が滅ぼした世界を、己自身が蘇らせたのだった。そして、全てが元に戻った。…良かった、本当に良かった…」

　　　暗転。

　　　　　　第四幕

ナレ　　　「インターネットの日本最大級の巨大匿名掲示板群『にちゃんねる』。様々な人間が集まり、様々な情報が飛び交う。今日もまた、にちゃんねるに人が集まる…」

照明が灯る。中央に三つ・上・下手に一つ置かれた席にそれぞれ男が座り、パソコンに向かってキーボードを叩いている。

下手に北千住、中央真中に獣、その後ろにカナビス・クルー。
ナレ　　　「いつもの光景、いつもの日常…煽り、罵り、からかい…以前と何一つ変わる事も無く…。だが、あの騒動は、目に見えない何かを確かに人の心に残していった。それは…」

　　　立ち上がる四人。歩き出し、互いに背を向けて中央で人を待っているような素振を

　　　見せる。しばらくして、息を切らせてエリカが入ってきて、中心に来る。

エリカ　　「ハァ、ハァ…(顔を上げて、明るく)初めまして！」

全員　　　「私の(僕の・俺の)名前は……！」
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